平成27年度事業報告書
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　認定特定非営利活動法人　ローンボウルズ日本
1． 総括：事業の成果の評価と反省
1 競技施設の拡充をはかる事業については、
日本全体の経済情勢が停滞状態にある現状では、１．活動拠点としての施設の無い地域における新施設建設の実現、はなかなか望むべくもなく、今年は特記すべき案件は何もなかった。従って当法人としては、２．既存施設のコンデイションの現状維持ないしコンデイション向上、に重点を置かざるを得なかった。

また、３．仮設施設（テニスコート等）を利用して活動している地域への支援、も必要と考えられたが、スポット的な支援しか出来なかった。
１．活動拠点としての施設の無い地域における新施設建設の実現

　　●　特記事項なし
２．既存施設のコンデイションの現状維持ないしコンデイション向上

　　●　YC&ACグリーンは専任グリーンキーパーが居て、コンデイション維

　　　　持は良好である。
　　●　立川グリーンは利用者数が少ないことが懸念される。そのため、リン

ク数を正規の７に戻す働きかけに迫力が出ていない。
　　●　明石公園、しあわせの村はリンクの1/4ずらし、1/8ずらし等の努力

によりコンデイション維持をはかっているが、コンデイション向上

にまで至っていない。人工芝化改修の要望を出せるきっかけ作りが
なかなか見つかっていない。

　●　中崎公園もボランテイア・ベースでコンデイション維持をはかってい

るが、コンデイション向上にまで至っていない。
３．仮設施設（テニスコート等）を利用して活動している地域への支援
　　　　　　　　●　名古屋市昭和スポーツセンター、兵庫県立総合リハビリテーションセ

ンター内のカーペットによる仮設施設での活動は一応定着している。

　　●　高知大学は体育館へのカーペット導入が望まれているが、まだ実現で

きていない。平成27年11月24日に兵庫車椅子クラブが訪問して
活動支援した。

　　●　甲南大学は大学内人工芝テニスコートと明石公園とで活動している。

　　●　京都は大学内人工芝テニスコートで活動しており、兵庫支部からスポ

ット的に訪問して活動支援した。

　　●　神戸市垂水健康公園人工芝テニスコートは、毎月1回の定例練習会を5年間継続したが、ここを活動拠点とする愛好者グループが出来なかったので、平成27年度をもって休止することにした。
2 競技の周知をはかり、競技人口を増やすことについては、
· 今期の最大事業であった第４回ジャパンオープン国際大会を初めて関東地区で開催し、成功裏に終了できたことは当法人の関東支部にとって大きな成果であった。神奈川県と横浜市関係者におけるローンボウルズへの認知度が向上したという点においても良かったと言え、ローンボウルズ参加者への今後の増加にもつながることが期待できる。

· 平成27年度初めからはローンボウルズ京都とＫＦＢＣの2クラブが新規に加入したが、一方で、既存クラブにおいて新入会員獲得が進まずクラブ員減少という衰退傾向が見られるところもあり、ＢＪ全体としては会員数は横ばいであり、地道な初心者講習会の開催やオープン競技会の開催頻度のアップといった活動はさらに活発に進めねばならないと言える。

· 平成27年度末に「仲間拡大アンケート調査」を実施し、多数の会員からＢＪ会員数拡大のための提案、要望等を集めることが出来た。この中から、限られた資源を使って効率的に成果につながると想定されるものを重点的にピックアップし、平成28年度以降に取り組んでいくことにする。
· ホームページの活用によるローンボウルズの広報は、従来のホームページを年度末にリニューワルすることが出来た。新しいホームページを用いて、どんどん新鮮な情報を発信することを、会員全体の協力で推進することを平成28年度以降に取り組んでいくことにする。

3 組織の強化・充実をはかることについては、
· 認定ＮＰＯ法人の資格取得後の1年目を無事に終了することができた。
総事業費に占める公益的事業に費やした実績費用比率は100％、総収入金額に
占める実績寄付金比率は５０％、を達成し、いずれも認定ＮＰＯ法人として
の要件を十分に満たすことができた。これにはジャパンオープン大会の開催

が特に大きく寄与している。
· 関東支部が設立後2年を経過し、今期は支部活動がかなり充実してきたと言える。すなわち、関東地区選手権大会の開催、日本選手権大会関東地区予選会の開催、アンパイア資格講習会の開催、アセアン大使館ファミリーローンボウルズ大会への協力等々があるが、特に今期初めてＹＣ＆ＡＣを会場として開催した第4回ジャパンオープン大会の成功は大きな成果であった。

· 兵庫支部は組織化後5年目も順調に経過し、運営体制も定着してきた。

高知クラブや京都クラブはやや遠隔地であるので支部運営会議のメンバーには含めていないが、実際の行事活動などの面では兵庫支部の一員とほぼレベルで参加している。
· 専門部会組織の活性化による機能発揮は、技術・競技部がアンパイア講習会の開催、コーチング講習会の開催、会員数拡大に向けてのアンケート実施等で顕著な働きをしたことが特筆され、国際部はジャパンオープン開催、広報部はホームページ・リニューワル達成、等で年度当初に掲げた重点実行テーマの一端を達成することが出来た。ただ、特定の個人に依存しがちとなっていることは否めなく、組織として機能が持続可能であるようにするためにはまだまだ努力が必要である。

· 12月の理事会において、当法人の構造上の中・長期的課題として次の4つを設定した。
　　　① 会員（正会員・賛助会員）数の拡大
　　　② 年間活動予算（ジャパンオープンを除く定常予算）規模の拡大
　　　③ 組織体制リーダー層の若返りの為の人材育成
　　　　　④ ＩＴ技術を活用した広報活動の充実
    　　　　既に、専門部の重点実行テーマとして取り上げてあったものもあれば、まだ全く手つかずの課題もあるが、今後の「組織の強化・充実」のための中心課題として取り組んでいくことにする。

· 組織の強化・充実の成果のひとつの指標として国際大会における日本選手の成績というものを見たとき、今年度はアジア選手権大会とアジア太平洋選手権大会においてメダルを獲得し、表彰台に日章旗を掲げることが出来たということで、またひとつ前進したことが成果としてあげられる。

これらは主として本場のオーストラリアで練習を積んでいる日本人選手の活躍に依存することが大きかった。
今後の当法人としては、国際大会において更なる優れた成績を狙っていくことがローンボウルズの国内における知名度をあげるためには重要と考えるが、オーストラリア在住日本人選手と、国内在住選手との選考基準をどのように合理的に決めていくか、地域の離れた選手間によるチームワークをどのように強く構築していくかのジレンマの解消に取り組んでいかねばならない。
2． 特定非営利活動に係る事業の実施に関する事項の実績
	定款の
事業名
	事業内容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の
人数
	受益
対象者
の範囲
及び人数
	支出

金額
（千円）

	ローンボウルズの普及振興事業
	（１）全国の公共団体に施設新設および既存施設の併用を求める事業
	通期
	全国
	１０名
	施設利用者
4,800名
	0

	
	（２）ホームページの運用、広報活動
	通期
	法人
事務所
	２名
	一般市民
不特定
多数
	55

	
	（３）日本選手権大会開催など
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延70名
	予選競技者150名
本選競技者60名
	41

	
	（４）地方競技会開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延50名
	競技者
延3,000名
	21

	
	（５）初心者体験教室開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	延24名
	一般市民
延3,000名
	21

	
	（６）技術普及・向上
講習会などの
開催
	別紙に
よる
	別紙に
よる
	４名
	希望者
50名
	84

	
	（７）用具購入の斡旋を行う
	適宜
	法人
事務所
	２名
	希望者
50名
	60

	
	（８）組織の強化・充実
	適宜
	法人
事務所
	６名
	一般市民
不特定
多数
	349

	世界ボウルズ機構
(WorldBowls Ltd)との連帯事業
	（９）世界選手権、友好競技会など国際大会への参加


	別紙に
よる
	別紙に
よる
	30名
	競技者、観客300名

	3,769



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　4,400（千円）
＜別紙＞　実施事業内容の詳細

ローンボウルズの普及振興事業
（1） 全国の公共団体等に施設新設および既存施設の併用を求める事業
1） 明石公園グリーンのグリーンキーパー廃止にともなう日常管理業務の無償肩代わりについて
平成２３年４月１日から開始した「明石グリーン自主管理推進体制」は5年間の実績を積み、完全に定着してきている。但し、詰所設備の老朽化や4，5年後に予想される人工芝の耐久限度の到来などに対する長期的見通しをもっての計画準備が今後の課題である。今年度はリンクの1/4ずらし使用を定例化し、少しでも
　　　　人工芝の寿命延長をはかることを開始した。
＊　実施日時：平成27年4月1日から平成28年3月31日まで
＊　実施場所：明石公園グリーン
＊　従事者の人数：毎月延べ約30人が従事している。
＊　受益対象者の範囲および人数：一般不特定多数のローンボウルズ愛好者
                  この１年間の平均利用者数は781人/月、33.6人/日であり、前年度の

861人/月、34.7人/日よりは少し減少し、 前々年度の789人/月、31.6
人/日とほぼ同程度であった。
· 支出金額：自主ボランテイアベースで実施しており、特に支出金額はなし
２）神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーンの整備向上の働きかけ
＊　グリーンの平坦度の向上とグリーン速度をもっと軽くすることがこのグリーンの課題であり、前年度からグリーンメンテ請負会社および管理監督元である神戸市保健福祉局　総務部計画調整課との懇談会を第1回目（平成26年5月23日）に引き続き第2回目（平成27年3月11日）に持って更なる転圧密度アップ化について要望した。また使用者側の努力としてはリンクの1/8ずらし使用の定例化と保護シートの使用（冬季間）の継続を実施した。
＊　実施日時：平成27年3月11日
＊　実施場所：神戸市役所
＊　従事者の人数：３人　（BJ兵庫支部役員）
＊　受益対象者の範囲および人数：不特定多数のローンボウルズ愛好者
＊　支出金額：　なし
３）明石市中崎遊園地ローンボウルズグリーンの活用
＊　主としてローンボウルズ中崎クラブの会員がこのグリーンを本拠地として
グリーン手入れと練習とに従事している。毎月2回(月曜日)の定期競技大会(誰でも参加自由)を開催することが軌道に乗っている。
＊　実施日時：毎週1回程度の手入れ作業と練習使用
＊　実施場所：明石市中崎公園ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：５人
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：　なし
４）神戸市垂水区健康公園内人工芝グリーン（テニスコートとの併用）の活用促進
について
＊　月1回のローンボウルズ合同練習会を定期的に開催することを平成23年度か
ら開始して平成2７年度も継続した。これにより垂水健康公園周辺からローンボウルズ参加者が増えることも期待したが、これは実現しなかった。従って、合同練習会は今年度で打ち切り、来年度からは春と秋の2回だけここを会場とした競技大会を持つことだけにすることにした。

＊　実施日時：　毎月第2火曜日に月1回の定期合同練習会を開催
＊　実施場所：垂水区健康公園人口芝コート
＊　従事者の予定人数：当番制で毎回3人
＊　受益対象者の範囲および人数：今年度はＢＪ所属会員内部約20人/回の参加
　　に留まった。
· 支出金額：なし（その都度　参加者からの参加費徴収によりコート使用料と
バランスさせてきた。）
５）　立川昭和記念公園グリーンのリンク数拡大促進運動について
＊　その後特に進展はなし。現状5リンクのままで平成27年度の男女シングルス
日本選手権大会もここを会場として開催したが、リンク数拡大のニーズは強
い。
＊　実施予日時：通期
＊　実施場所：立川市昭和記念公園グリーン
＊　従事者の人数：１人
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：なし
６）名古屋市昭和スポーツセンター練習場の利用率拡大
· 愛知ボウルズが定期的に練習会を持っている。地道に継続している。
· 実施日時：通期
· 実施場所：名古屋市昭和区スポーツセンター
＊　従事者の人数：練習参加者約１０人/回
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：なし（利用料金はその都度　参加者からの徴収によりバランスさ
　　　　　　　　　　　　せている）
（2） ホームページの運用、広報活動
1） ホームページの運用
従来からあるホームページに加えて、ブログ方式を平成24年度初めから併設してきていたが、従来からあるホームページの更新がますますされ難くなり陳腐化が顕著となったため、來田理事のご努力によりリニューワル作業を着手し2016年2月16日からめでたくリニューワル・オープンすることが出来た。

        新しいホームページは「ワード・レス」というツールを用いて従来のホームページとブログを一体化したもので、管理者でなくても比較的簡単にホームページの記事を編集したり、新しい記事を投稿することが誰でもできるようにしたものである。

[image: image1.emf]　　　　なお、ホームページ管理委員として次の10名が指名された。

　　　　　　　
＊  実施場所：法人事務所

＊　従事者の人数：２人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数

· 支出金額：サーバーレンタル費、ドメイン使用料金  10,060円

2） メーリングリストによるメールマガジーン（BJブリテン）の発行

＊　記事内容が地域的に偏っているため、もっと広範囲の記事を集められる体制を作ることを計画したが進展なし。毎月1回の定期発行については維持されている。ホームページにも収録するようにした。
　　なお、ＢＪブリテン・メーリングリストはメールマガジーン（BJブリテン）の定期配信用の用途のみでなく、随時に、ひろくローンボウルズ愛好者に

　　お知らせしたほうがよいと思われる情報の配信用にも用いるようにした。

＊　実施日時：通期（毎月1回　発行）
＊　実施場所：法人事務所

＊　従事者の人数：２名(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：BJ会員　約1２0名

＊　支出金額：なし

3） 新聞、テレビ、タウン誌などへローンボウルズ関連記事を頻繁に登場させることで社会にローンボウルズの認知度を高めることへの推進

＊　4月16日の神戸新聞（明石版）に香港からのローンボウラーが神戸、明石に来訪し日本のボウラーと交流したことが報道された。

4月17日の甲南ローンボアーズの田町智之会員が甲南大学で開催された「ペチャクチャナイトin西宮」という地域との交流講演会においてローンボウルズの紹介を英語で行った。

2015年7月18日および2016年1月24日の障碍者ローンボウルズ大会の様子が、ポータルサイト「チャレンジドアスリート・プロジェクト」に掲載された。

第４回ジャパンオープンは、神奈川新聞、神奈川テレビなどにより報道され

た。

2016年1月9日の中部経済新聞朝刊の14面の「クリエイティブライフ」欄

に紙面の半分を占める大きなスペースでローンボウルズの紹介記事が掲載された。同記事の取材にはＢＪ小田洋之監事（愛知ボウルズクラブ）が協力された。
2016年3月14日（月）お昼のラジオ関西の「谷　五郎こころのラジオ」という番組のスタジオ生中継に児島久雄氏が5分間ほど出演し、障碍者ローンボウルズについてアピールした。
また、神戸新聞の毎週月曜日の「スポーツ広場」欄には毎週のローンボウルズ競技大会の入賞者氏名が掲載されるようになっていて、ローンボウルズを地域の人々に知らしめる効果はずいぶんと上がってきている。

＊　実施日時：通期

＊　実施場所：随時

＊　従事者の人数：５人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数
＊　支出金額：　なし

4） 自治体等による表彰の受賞
ＢＪ会員が自治体等による表彰の受賞をすることは、ローンボウルズの知名度向上に資することであり、今期は次のような実績を得た。

　　　　＊ 7月にBJ副理事長の児島久雄さん(兵庫車椅子クラブ)が、障害者へのローンボ
ウルズ普及活動の推進などの功により（公益財団法人）日本レクリエーション協会より「Ｈ２７年度レクリエーション運動普及振興功労者表彰」を受賞された。
　　　　＊ 兵庫車椅子クラブの澤田昭雄さん、スーザンヤップさんが兵庫県スポーツ優秀

選手賞の「銀・個人」賞を受賞し、2016年２月１９日に神戸市の兵庫県公館で

開催された表彰式に出席した。

　　　　   この賞は、毎年１回前年度に優秀な成績をおさめた県下のスポーツ選手、スポ

ーツ団体が兵庫県知事から表彰されるもので、国際大会入賞者と全国大会２位

以内入賞者らが対象となる。　　　　

澤田さん、スーザンさんは、2015年2月16日～27日にニュージーランドのLower Hutt Cityで開催されたローンボウルズ障碍者世界選手権大会のペアーズの部で4位入賞を果たしたことが表彰対象となった。

５）ローンボウルズＰＲパンフレットの印刷

· 日本障害者ローンボウルズ連盟で作成された初心者用パンフレットを今期は500部追加刷して、各箇所で適宜に使用したいという要望に応えるようにした。

12月5日に芦屋大学で開催された「スポーツクラブ21兵庫」全県スポーツ・サミットの会場で100部を配布さいた。

なお、このパンフレットには「ワールドマスターズ2021関西」でローンボウルズも開催されるであろうことを追記して、ＰＲしてある。
＊　実施日時：なし
＊　実施場所：法人事務所

＊　従事者の人数：1名(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および予定人数：一般市民不特定多数

＊　支出金額：55,304円
６）ローンボウルズ紹介ＣＤの配布
＊　極めて初歩的なローンボウルズのプレー指導用ＣＤ（山田　誠、笠谷武志、笠谷真理による）と第1回ジャパンオープン大会におけるゲーム実況ビデオのＣＤとをセットにして希望者に販売するようにした。今期は30枚が販売された。
＊　実施日時：通期

＊　実施場所：適宜

＊　従事者の人数：１名

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数

＊　支出金額：なし
（3） 日本選手権大会などの開催
「日本選手権大会のあり方」を新しい方式に変更してから３年目の実施も順調に終了した。日本選手権大会(地区予選)への出場選手数も下表のように100名を越す数字を達成することが出来て、良い結果となった。
        ただし、全国オープン大会として計画していた7月19日　ＹＣ＆ＡＣにおける

　　　男女各1名によるミックスペアーズ大会は参加申し込みチーム数が予定の12チーム

　　　に達せず、中止となった。来年度はミックスペアーズ種目は取りやめて、男女を問わないペアーズ種目に変更することにした。
	
	シングルス
	ペアーズ
	合計

	
	男子
	女子
	男子
	女子
	

	予選

出場者
	関東地区
	12
	10
	16
	12
	50人

	
	愛知・関西地区
	17
	4
	32
	8
	61人

	
	合計
	29人
	14人
	48人
	20人
	111人

	本選

出場者
	関東地区
	3
	4
	４
	４
	15人

	
	愛知・関西地区
	5
	3
	20
	6
	34人

	
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱ
	1
	2
	0
	2
	5人

	
	前年ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ
	1
	1
	0
	0
	2人

	
	合計
	10人
	10人
	24人
	12人
	56人


各大会の開催結果は以下の通りである。

1） 男・女シングルス日本選手権大会

＊　男女別によるシングルス競技。

＊　愛知・関西地区予選は7月25,26日に明石市明石公園グリーンで開催。

　　参加者は男子17名。女子4名であった。
＊　関東地区予選は、男子が6月7日に立川昭和記念公園グリーンで参加者11名

で開催し、女子が7月26日に立川昭和記念公園グリーンで参加者⒑名で開催
した。
＊　本選実施日時：2015年10月10日(女子)、11日(男子)
＊　本選実施場所：立川市昭和記念公園グリーン
＊  サポートクラブ：ＢＪ関東支部 
＊　従事者の人数：7人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：男子10名、女子10名

　　　　地区別内訳　男子：関東　3名、　愛知・関西　5名

　　　　　　　　　　　　　オーストラリア　1名　　前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ  1名
                    女子：関東　4名、　愛知・関西　3名

　　　　　　　　　　　　　オーストラリア　2名　　前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ  1名
＊　成績結果

男子　優勝　依田成史（YC&AC）
　　　　　２位　小山　潤（ローンボウルズ京都）

　　　　　３位　ラッセル・フォーサイス（神戸ボウルズ）

　　女子　優勝　合田洋子（神戸学園都市ワイズ）
　　　　　２位　前林典子（ローンボウルズ中崎）

　　　　３位　松岡　緑（ニュー・トラベルベイ）
2） 男子ペアーズ日本選手権大会
＊　男女別によるペアーズ競技。

＊　愛知・関西地区予選は7月25,26日に明石市明石公園グリーンで開催。

　　参加者は男子17名。女子4名であった。

＊　関東地区予選は、男子が5月10日に立川昭和記念公園グリーンで参加者7組

14名で開催し、女子が5月31日に立川昭和記念公園グリーンで参加者7組

14名⒑名で開催した。
＊　本選実施日時：2015年8月22,23日

＊　本選実施場所：明石市明石公園グリーン

＊  サポートクラブ：ＢＪ兵庫支部 

＊　従事者の人数：7人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：男子12チーム、女子6チーム
　　　　地区別内訳　男子：関東　2チーム、　愛知・関西　10チーム
                    女子：関東　2チーム、　愛知・関西　3チーム
　　　　　　　　　　　　　オーストラリア　１チーム　　

　　　　　　　　　　いずれも前年度ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝチームは都合が悪く、欠場。  
＊　成績結果

男子　優勝　石田博規・山田　誠（神戸ボウルズ）
　　　　　２位　旭　吉功・藤川辰美（ＡＬＢＣ）

　　　　　３位　関　政美・小野宦司（ＡＬＢＣ）

　　女子　優勝　森　弘子・合田洋子（神戸学園都市ワイズ）
　　　　　２位　小野叶子・垣内紀子（ＡＬＢＣ）

　　　　３位　佐藤充子・西條和子（ＡＬＢＣ）
３）男女を問わないトリプルズ全国オープン大会

＊　男女を問わない３名によるトリプルズ競技。

＊　実施日時：2015年5月2,3日

＊　実施場所：神戸市しあわせの村グリーン
＊  サポートクラブ：ＢＪ兵庫支部
＊　従事者の人数：7人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加チーム数14×3名＝42 名

    関西地区から14チーム（内、2チームはＢＪ非加盟チーム）が参加
＊　成績結果

　　　　　優勝　大杖　昇、船引啓吾、安部　宏（神戸グリーン）

　　　　　２位　井上正昭、坂本泰治、坂本紘一（神戸タッチャーズ）

　　　　　３位　宮崎宗久、野上哲男、竹田　宏（神戸タッチャーズ）
（4） 地方競技会の開催
＊　日本選手権大会およびそれに準ずる全国オープン大会の他に、BJ加盟の各クラブが個々に主管している地方競技会を約100回ほど、各地において開催した。これらは、BJ主催あるいはＢＪ関東支部、主催ＢＪ兵庫支部主催等と
名付けていてもBJからの補助金などは受けず、独立採算で実施しているためBJの会計には含めていない。

そのほかに、例えば明石教育長杯大会など他の団体の後援を得て実施してい

る冠大会があるが、これらも補助金の助成を受けたものはBJ会計に含めるが

現状は名義使用のみで補助金は受けていないので、担当する主管クラブによ

る独立採算体制としている。

これらの中で特筆に値するものは、ＢＪ兵庫支部の主催している「ＳＶリー

グ」、「Ｍリーグ」、「Ａリーグ」やローンボウルズ中崎クラブが主催している
「中崎リーグ」などのリーグ戦方式である。これらは6か月間あるいは3か月間という一定期間における勝ち星数で順位を決めるもので、ローンボウルズ愛好者人口を増やし、且つ施設の稼働率を上げることにも寄与しているものと評価できる方式である。

＊　実施日時：通期
＊　実施場所：各地ローンボウルズグリーン
＊　従事者の人数：毎回３人×100回＝300人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：毎回30人×100回＝3,000人
＊　支出金額：なし
（5） ローンボウルズ人口拡大のための初心者体験教室等の開催
1） 神戸市しあわせの村における障害者対象の初心者体験教室

＊　神戸市障害者スポーツ協会が企画・主催し、兵庫車椅子クラブが
基本的には無償で協力しているものである。

実施日時：６回         毎回13:00～16:00にて実施。

（平成27年5月8日、15日、22日、9月4日、11日、18日）　　　
＊　実施場所：しあわせの村グリーン
＊　従事者の人数：８人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：毎回４０名程度
＊　支出金額：なし
2） 神戸市しあわせの村における健常者対象の初心者体験教室

＊　しあわせの村グリーンの指定管理者である保養荘ひよどりが企画・主催し

BJ会員の有志が基本的には無償で協力しているものである。

＊　実施日時：今期は春、秋各１回、計2回を実施した。
　　　 5月30日(土)　13時～15時 (雨天中止)
10月31日(土)　13時～15時

＊　実施場所：しあわせの村グリーン
＊　従事者の人数：７人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：20名前後が参加した。
＊支出金額：なし
3） 明石公園グリーンにおける初心者体験教室

＊　ALBCクラブが企画・主催し毎月１回定期的に開催しているものであり、

指導員はBJ会員の有志が無償でつとめている。

＊　実施日時：毎月１回第１土曜日
＊　実施場所：明石公園グリーン
＊　従事者の人数：４人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民不特定多数　毎回10名程度
＊　支出金額：なし
4） 神戸市西区玉津リハビリセンターにおける初心者体験教室

＊　玉津リハビリセンターが体育館内にカーペットの１リンクを設置し、月に

１回程度　入院者を対象として初心者体験教室を開催している。兵庫車椅子
クラブの会員が無償で指導の協力をしている。

＊　実施日時：毎月１回程度
＊　実施場所：神戸市西区玉津リハビリセンター
＊　従事者の人数：５人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：リハビリセンター入院者その他　毎回約10名
＊　支出金額：なし
5） 明石市高齢者大学校あかねが丘学園にローンボウルズの指導

＊　第3学年　健康スポーツ交流コースの学科の一項目として採用されて、

講義と実技を委託されて実施した。

＊　実施日時：平成27年6月10日（水）13時～15時

＊　実施場所：明石市中崎遊園地ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：山田会長および中崎クラブ会員6名

＊　受益対象者の範囲および人数：

あかねが丘学園学生およびコーディネーター　合計18名

＊　支出金額：なし
6） 関西地区初心者ローンボウルズ大会を開催

＊　ローンボウルズ未経験者又は経験1年以内の人を対象にして基本練習1時間、　そのあとミニゲーム2時間を実施。この行事は関西マスターズ・スポーツ・フェスティバルの補助金を受けて実施した。関西マスターズ・スポーツ・フェスティバルはワールド・マスターズ・ゲームズ2021関西のキャンペーン・イベントである。
＊　実施日時：平成27年8月8日（土）9時～16時

＊　実施場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：ＢＪ兵庫支部ボランティア11名
＊　受益対象者の範囲および人数：一般市民32名
＊　支出金額：なし
7） 明石市シニアカレッジ・ふれあい交流グループの体験講習会を開催

＊　実施日時：平成27年9月29日（水）13時～15時

＊　実施場所：明石市中崎遊園地ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：山田会長および中崎クラブ会員6名

＊　受益対象者の範囲および人数：10名

＊　支出金額：なし
8） 兵庫県レクリエーション協会主催県民レクリエーション大会にて体験教室を開催

＊　実施日時：平成27年10月11日（日）
＊　実施場所：明石市明石公園

＊　従事者の人数：ＢＪ兵庫支部およびＡＬＢＣクラブ有志

＊　受益対象者の範囲および人数：約50名

＊　支出金額：なし
9） 市民ネット明石　太極拳/ローンボウルズ体験交流会の開催

＊　実施日時：平成27年11月15日（日）13時～15時

＊　実施場所：明石市中崎遊園地ローンボウルズグリーン

＊　従事者の人数：中崎クラブ会員6名

＊　受益対象者の範囲および人数：20名

＊　支出金額：なし
（6） 技術普及・向上講習会などの開催
１）平成27年度レベル1アンパイヤー資格認定および更新講習会の開催
　前回（平成25年）開催から2年が経過し、その間に国際ルールブックも第2版から第3版に改定されているので、更新および新規認定の講習会を関西および関東の2地区に分けて開催した。前回まではマレーシアから講師を招待して実施していたが、今回はWorld Bowlsから資料および認定試験問題を取り寄せて、自前の講師のみで実施した。その結果、下表の23名の方が平成28年度/平成29年度年度のBJ認定レベル１アンパイアー資格保持者となった。　　　　　　　　
	地　区
	所属クラブ
	氏　名

	関東地区（8名）
	ＹＣ＆ＡＣ
	ハンス・パウリ、齋藤紀治、新井俊顕

	
	東京ﾛｰﾝﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ
	松原和子、田中希望、首藤暁彦

	
	ﾖｺﾊﾏﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ
	本庄　誠、篠尾清和

	愛知・関西地区

（15名）
	神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ
	坂本紘一、今給黎順古、野上哲男、坂本泰治

	
	神戸ボウルズ
	山田　誠、宮北　茂

	
	学園都市ﾜｲｽﾞ
	森　紘一、合田純二

	
	ＡＬＢＣ
	奥田　昭、藤川辰美

	
	神戸グリーン
	船引啓吾、安部　宏

	
	ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ中崎
	前林典子、井上進一郎

	
	ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ高知
	川本真浩


＊　実施日時および実施場所：
愛知・関西地区対象

平成27年12月26日（土）、27日(日)　9:00～17:00
神戸市しあわせの村にて

関東地区対象

平成28年2月27日（土）、28日(日)　9:00～17:00

横浜市市YC&ACにて
＊　従事者の人数：４人(スポット的)

＊　受益対象者の範囲および人数：受講者は愛知・西20名、関東10名
＊　支出金額：46,796円（受講料を合計39,000円徴収したが講師交通費などが嵩み、この金額分が支出増となった。）
２）競技力レベルアップ講習会の開催
＊　12月のアジア太平洋大会出場者を主なる受講者として上級ボウラーの競技力

の向上を図ることを目的として第1回の講習会を試行的に実施した。
　１．ゲームにおける各ポジションの要件（座学）

　２．ゲーム・プランの基本（座学）

　３．ドロー、トレール、レストの3種類のショットの練習（実技）
＊　実施日時：平成27年9月11日（火）　9:30～15:00
＊　実施場所：明石市明石公園グリーン
＊　従事者の人数：講師は山田会長
＊　受益対象者の範囲および人数：受講者合計12名
＊　支出金額：なし
３）インストラクター　スキルアップ講習会の開催
＊　各クラブのインストラクター（指導的立場の人）を対象として、ＢＪ会員の

総体的技能向上をはかるための基本を学ぶ講習会を試行的に実施した。

　１．スポーツ指導の基本（座学）

　２．ローンボウルズの特性の理解と指導方法の要点（座学）

　３．レベルアップに効果的な練習メニューの解説（座学）

　４．基本的練習メニューの練習（実技）
＊　実施日時：平成28年3月26日（土）　10:00～16:00
＊　実施場所：神戸市しあわせの村グリーン
＊　従事者の人数：講師は山田会長
＊　受益対象者の範囲および人数：受講者合計20名
＊　支出金額：なし
（７）用具・物品購入の斡旋
＊　ローンボウルズ用具（主としてボウル、ボウルケース、メジャー、ワックス、シューズなど）は日本国内になくオーストラリア、イギリスなどからの輸入になる。代理店契約していた会社が撤退したりしてローンボウルズ愛好者や団体、学校などが用具購入に難を感ずることがあったため、BJ会員の山田誠氏（神戸ボウルズ）がテーラー社（イギリス）との代理店契約を結び、小田洋之氏(愛知ボウルズ)がヘンゼライト社（オーストラリア）との代理店契約締結を進め、個人の用具購入希望者からの利用に対応している。
BJとしては、地方公共団体や学校などからの引き合いに対しては認定NPO法人ローンボウルズ日本が契約当事者となり、それ以外の個人取引については両氏と当事者との直接取引としBJとしては関与しないことを原則とした。
今期は団体、学校などへの斡旋としては特になかった。
　また、これとは別に主として海外大会に出場する日本代表選手等の交換用みやげとしてBJ会員ピンバッジ、ＢＪ名前入りキーホルダー、ＢＪ名前入りボールペン等を単価200－300円で仕入れて在庫している。これらは希望者にはほとんど仕入れ価格のままで販売もしている。適正在庫がなくなった時点で随時に在庫補充をしている。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：全国
＊　従事者の人数：２人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数：用具斡旋を受けた者　　約30名
＊　支出金額：ＢＪ名前入りキーホルダー（75個）仕入れ費用 13,716円
ＢＪ名前入りボールペン（150本）仕入れ費用　21,222円
（8） 組織の強化・充実
　　１）総会、理事会の開催
＊　今期は「認定NPO法人」資格取得して1年目の年にあたり、役員も改選して新体制として出発した年となった。
平成27年4月11日(土)　名古屋市中京大学にて：
定期総会および第1回理事会
　　　　ⅰ。平成26年度事業報告書、収支決算書の審議、承認
　　　　ⅱ。平成27年度事業計画書、収支予算書の審議、承認
　　　　ⅲ。役員の改選
　　　　　　　次の通り、新役員が任命された。任期は2年間。

	理事長(代表理事)
副理事長
	森　紘一（神戸学園都市ワイズメンズクラブ）
依田成史（YC&AC）、児島久雄（兵庫車椅子クラブ）

	会長
監事（行政担当）
監事（財政担当）
	山田　誠（神戸ボウルズ）
小田洋之（愛知ボウルズ）
佐古安弘（神戸グリーン）

	事務局長　
事務局員（会計担当）
	宮北　茂（神戸ボウルズ）
南川義和（神戸学園都市ワイズメンズクラブ）

	理事　19名
（理事長、副理事長、会長の4名を含む）
	黒沢秀行、松原敬之、松原　忍、山田哲夫、中村慎吾、下野　浩、
坂本紘一、船引啓吾、奥田　昭、前林典子、倉本宣史、川本真浩、
山外芳敬、小山　潤、來田享子


8月30日(日)　名古屋市中京大学にて：第２回理事会
　　　　ⅰ。平成28年度日本選手権大会の会場、日程、実施要領の決定
　　　　ⅱ。平成27年度アンパイアー・レベル1　資格講習会の実施の決定

12月20日(日) 　名古屋市中京大学にて：第３回理事会　
　　ⅰ。ＢＪの中・長期的課題の設定とその取り組み方策の計画化
　　　　　　についての検討：
次の４項目が共通認識として採択された。今回は第一ステッ
　                    プとして、自由な意見交換を主体とした。

 ① 会員数の拡大

② 年間活動予算規模の拡大
③ 組織体制リーダー層の若返りの為の人材育成
④ ＩＴ技術を活用した広報活動の充実
①については各クラブに対してアンケート調査を行うことが決定された。
②については、主として年会費会員数拡大のための活動財源にあてることを目的として、年会費を値上げする案が採択され、平成28年４月１６日（土）の定期総会で議決することが決定された。
③については今後の検討とした。

④についてはＢＪ公式ホームページをリニューワルすることが

決定された。
平成28年4月16日(土)　名古屋市中京大学にて：第４回理事会
　　　　ⅰ。平成27年度事業報告書、収支決算書の審議、承認
　　　　ⅱ。平成28年度事業計画書、収支予算書の審議、承認
＊　実施日時：上記の通り
＊　実施場所：上記の通り
＊　従事者の人数：延べ約120人
＊　受益対象者の範囲および人数：不特定多数一般市民 

＊　支出金額：理事会参加交通費補助　85,220円

２）認定NPO法人としての1年目の歩み
＊　平成26年10月7日付け「認定NPO法人」資格を認証されて1年目を無事に終了できた。今期は第4回ジャパンオープン大会を開催したことにより、多額の協賛金、助成金をいただくことが出来たので、認定資格を維持するための条件（会計収入金額に占める寄付金比率が２０％以上であること）は
　　十分にクリアーすることができた。

　　寄付金、協賛金、賛助金をいただいた方のすべてに所定の様式の領収証を発行する事務手続きも完了して、それぞれの方は確定申告により税額控除の優遇措置を受けられたようである。
＊　実施日時：通期
＊　実施場所：法人事務所
＊　従事者の人数：4人
＊　受益対象者の範囲および人数：不特定多数一般市民
＊　支出金額：特になし

3） 支部組織活動の進展
３－１）兵庫支部関係
· 支部組織化後5年を経過した。横井前支部長のあとを継いで平成27年度～28年度の船引支部長体制がスタートしたがも、4か月に1回開催の支部運営委員会も確実に開催され、支部活動も順調に推進されるかに見えたが平成27年12月に松井事務局長が病気入院という緊急事態が発生し、28年度は一部の役員交替が必要となった。

今期の評価は次のようになる。
１．垂水健康公園の利用を、合同練習+親睦大会２回/年 と言う形で今年も
進めたが、前記（ページ８参照）の通り今期で合同練習会は打ち切り、来期は年2回の親睦大会のみとすることにした。
２．明石公園の自主管理による運営は若干の手直しも加えつつ、順調に進行させた。
３．しあわせの村、明石公園における大会の年間スケジュールを調整し、
両会場での大会等のバッテイングを避ける形で優先使用予約の申請を
実施した。
４．年間の主要大会の主管事務局を各クラブが平準化する形で分担した。
５．しあわせの村におけるSVリーグは３年目を順調に運営。
　　さらに平成27年度からは個人対抗方式であり誰でもが自由に参加できるMリーグを立ち上げ、ＢＪ非会員も含めて盛況理に推移することができた。
６．兵庫レクリエーション協会、兵庫県生涯スポーツ連合の活動に参画した。
＊　実施日時：

平成27年4月25日（土）　兵庫支部第15回運営委員会開催

　　　　　　　　　　　　　　　　役員の改選
　　　　10月13日（火）　兵庫支部第16回運営委員会開催

平成28年2月13日（土）　兵庫支部第17回運営委員会開催

                                平成28年度行事計画の細部検討

＊　実施場所：兵庫県内
＊　従事者の人数：４人
＊　受益対象者の範囲および人数：兵庫支部会員　　約160名
＊　支出金額：兵庫支部活動費用　 25,000円 

　　　　その他に　兵庫県レクリエーション協会加盟費用　10,000円
　　　　　　　　　兵庫県生涯スポーツ連合加盟費用　　　16,000円
　

３－２）関東支部関係
· 平成26年度-27年度の支部役員体制は下記の通りであったが、任期を無事に終了し来期は新体制を迎えることになる。
　　支部長　　黒沢秀行（ローンボウルズ東京）
　　副支部長　松原敬之（東京ローンボウリング）
　　事務局長　伊東一郎（YC&AC）
    相談役　　依田成史（YC&AC）
　　運営委員　首藤暁彦、山田　克　(以上、東京ローンボウリング）
宮澤二男、中村克彦　(以上、ローンボウルズ東京）
佐藤菜々美　(以上、帝京中・高校）
　　　　　　　バディ・フェリー、カズコ・ヤスダ、ジュンイチ・アダチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　(以上、YC&AC）
＊　支出金額：関東支部活動費用　 25,000円 

　　　　その他に　東京都レクリエーション協会加盟費用　5,000円
· 今年度の主な活動内容は次のとおりであった。
①　アセアン１０カ国大使館ﾌｧﾐﾘｰﾃﾞｨのﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ大会へ協力実施
主催（幹事）：ラオス大使館

協力：ＢＪ関東支部（ヨコハマ・ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ･ｸﾗﾌﾞ山田哲夫代表

および東京ﾛｰﾝﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ･ｸﾗﾌﾞ松原夫妻）
日時：９月26日（土）9:30～　
場所：東京都港区ラオス大使館内
内容：ボウルセットなどの貸出しと、競技運営へのスタッフ派遣

結果：昨年は葛西臨海公園内の芝生広場で実施したが、今年は当日の天気予報が雨だったので、急遽ラオス大使館内のフロアにレッドカーペットを敷いてリンクを設営して実施した。
各国大使ご夫妻10チームと来賓の都議会議員・都営地下鉄役員チームの　計11チームが2ウッズ2エンドで総当たり戦を展開した。
　　　     　②　BJ主催日本選手権大会およびその関東地区予選大会を主管
実施日時および場所：
平成27年5月10日（日）立川昭和記念公園(男子ﾍﾟｱｰｽﾞ予選) 

平成27年5月31日（日）立川昭和記念公園(女子ﾍﾟｱｰｽﾞ予選) 

平成27年6月7日（日）立川昭和記念公園(男子ｼﾝｸﾞﾙｽ予選) 
平成27年7月26日(日)立川昭和記念公園(女子ｼﾝｸﾞﾙｽ予選)
平成27年10月10日(土)～11日(日) 
立川昭和記念公園(男女ｼﾝｸﾞﾙｽ本選)
従事者の人数：延べ20人
受益対象者の範囲および人数：ローンボウルズ愛好者　合計44名
支出金額：なし（参加費収入で対応）
　　　　    ③　第2回関東地区ローンボウルズ選手権大会(男女不問トリプルズ種目)開催
実施日時：平成27年5月24日（日）9:00～16:00

実施場所：YC&ACローンボウルズグリーン
従事者の人数：4人
受益対象者の範囲および人数： BJ所属クラブから10チーム(30名)、
BJ非所属クラブから1チーム(3名)　　合計33名

　　　　　　         結果成績；優勝    YC&AC-5（マーセル、ゾエ、シュピース）

　　　　　　　　　　　         準優勝  YC&AC-1（依田、岩崎、ウインデス）

　　　　　　　　　　　         第3位　瑞穂クラブ（村田、飯田、丹生）
支出金額：特になし (参加費および支部費で対応)
　　　    　④　支部役員会議の開催
実施日時：平成28年3月20日（日）
実施場所：YC&AC
従事者の人数：4人
議題：ⅰ。来年度の行事日程の決定
　　　         ⅱ。2016-2017年度支部役員の決定
支出金額：特になし  
⑤　第4回ジャパンオープン国際大会の実行
　　　　　　（あとのページにて詳細を記載）
　　４）専門部の活動について
＊　BJ本部の専門部組織は今期から新しい委員を任命し活発な活動を期待したが、一部の部を除き、他の部は必ずしも十分に機能したとは言えない結果となった。今期の当初に掲げた重点実行テーマとその活動成果をまとめれば次のようになる。
	部名
	平成27年度　重点実行テーマ
	結果

	総務部

(森部長)
	１．認定ＮＰＯ法人維持のための
　　寄附金比率20％以上確保
	ジャパンオープン開催の効果により、寄付金比率約３８％
を達成した。

	広報部

(黒沢部長)
	１．若手のボウルズ愛好者を増やすための広報の展開

（広報のアイデア発掘）
	ＢＪホームページのリニューワルを果たすことができた。

	事業開発部

(山田誠部長)
	１．ＢＪグッズの製作・販売
（ＢＪ収益の増加につなげる
企画検討）
	バッジ、キーホルダー、ボールペン、ユニフォームなどのグッズ販売を行ったが、収益アップにつながるものではなかった。

	
	２．指導員派遣事業などの
ニーズ発掘（情報収集を通じて新規ニーズを発掘する）
	収益活動につながるニーズは
発掘できていない。

	技術・競技部

(坂本部長)
	１．ボウルズ愛好者数の拡大策の
　　検討と推進
	アンケート調査を完了し、その中から具体的着手方針をまとめた。

	
	２．アンパイアー、マーカー資格認定、更新講習会の開催 
	関西、関東地区でそれぞれ開催した。

	国際部

(依田部長)
	１．第4回ジャパンオープン大会
の成功裏開催
	成功裏に終了できた。


＊　実施日時：通期
＊　実施場所：当法人内部
＊　従事者の人数：任命されている委員数　32名
＊　受益対象者の範囲および人数：BJ会員　　約300名
＊　支出金額：とくになし。
世界ボウルズ機構(World Bowls Ltd)との連帯事業
（１）国際大会への参加など
1） ナショナルチーム派遣型大会

＊　World Bowlsあるいはその傘下の組織（例えば、アジアローンボウルズ連盟）が主催し、１カ国１代表チームによる選手権大会であり、BJとしては派遣選手１名に5,000円相当の補助をすることとしている。
今年は例年よりも国際大会の数が多く集中した。その中において12月のアジア太平洋大会で男子トリプルズ（佐藤、江村、長谷部）が強豪のマレーシアやオーストラリアを破り銀メダルを獲得、男子シングルス（長谷部）が銅メダルを獲得、そして男女8種目のうち4種目において2016年度の世界選手権大会の出場権を掴み取ったこと、また年が明けた1月のアジア大会では女子シングルス（松岡）が銅メダルを獲得し表彰式で日章旗を掲げたこと、というこれまでにない良い結果が出たことが特筆される。これらは主としてオーストラリア在住ＢＪ会員の活躍によるものであるが、日本在住の会員にもよい刺激を与えてたいへん好ましいことである。

　　今年の実績を以下に記す。
＊　実施日時および場所：
　　① インドア・シングルス・ワールドカップ2015大会
（2015年4月13日～24日　オーストラリア　ワリラ）

　　　　　派遣選手：女子　前林典子（中崎）　、男子　佐藤寿治（ハーボード）
　　　　　結果：女子　予選を0勝8敗で9名中の9位
男子　予選を1勝8敗で10名中の10位
　　② チャンピオン・オブ・チャンピオンズ2015大会
（2015年11月16日～22日　オーストラリア　クイーンズランド）

　　　　　派遣選手：女子　松原和子（東京ローンボウリングクラブ）　

男子　ラッセル・フォーサイス（神戸ボウルズ）

　　　　　結果：女子　予選を1勝7敗で9名中の9位
男子　予選を3勝7敗で11名中の9位
　　③ アジア太平洋地域選手権大会
（2015年11月24日～12月8日　ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ｸﾗｲｽﾄﾁｬｰﾁ）

　　　　　派遣選手：女子　前林（中崎）、野上（ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）､合田(学園ﾜｲｽﾞ)､

                          佐藤（ﾊｰﾎﾞｰﾄﾞ）、江村(ﾂｲｰﾄﾞﾍｯﾄﾞ)
男子　宮崎、坂本紘（ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）､佐藤（ﾊｰﾎﾞｰﾄﾞ）、

江村(ﾂｲｰﾄﾞﾍｯﾄﾞ)、長谷部（ﾉｰｽｼﾄﾞﾆｰ）

コーチ　合田純二、野上哲男、松岡　緑
　　　　　結果：
	男子シングルス
	長谷部
	予選を6勝1敗の2位で決勝ラウドに進出。準々決勝でカナダのライアン・ベスターを破ったが、準決勝でニュージーランドに敗れ銅メダルの獲得となった。

	男子ペアーズ
	宮崎、坂本
	予選を0勝7敗で8チーム中の8位

	男子トリプルズ
	佐藤、江村、長谷部
	予選を5勝2敗の3位で決勝ラウンドに進出。準々決勝でマレーシア、準決勝でオーストラリアを破ったが、決勝でニュージーランドに敗れ銀メダルの獲得となった。

	男子フォアーズ
	宮崎、坂本、佐藤、江村
	予選を2勝1分け4敗で８チーム中の5位。

世界選手権の出場権を獲得。

	女子シングルス
	合田
	予選を1勝5敗で7人中の７位

	女子ペアーズ
	野上、合田
	予選を1勝5敗で7チーム中の7位

	女子トリプルズ
	前林、佐藤、江村
	予選を1勝5敗で7チーム中の7位 

	女子フォアーズ
	野上、前林、佐藤、江村
	予選を3勝3敗で7チーム中の4位、

世界選手権の出場権は獲得。


　　④ 第11回アジア地域選手権大会
（2016年1月22日～2月2日　ブルネイ）

　　　　　派遣選手：女子　森（学園ﾜｲｽﾞ）、野上（ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）､西條(ALBC)､

              垣内（ALBC）、松岡（ﾆｭｰ･ﾄﾗﾍﾞﾙﾍﾞｲ）

男子　依田、齋藤（YC&AC）､宮北（神戸ボウルズ）、

船引、安部(神戸ｸﾞﾘｰﾝ)、森(学園ﾜｲｽﾞ) 
　　　　　結果：
	男子シングルス
	依田
	予選を0勝4敗で5名中の5位

	男子ペアーズ
	齋藤（森）、依田
	予選を0勝5敗で６チームの６位



	男子トリプルズ
	宮北、船引、安部
	予選を1勝3敗で5チム中の5位



	男子フォアーズ
	宮北、船引、安部、森
	予選を1勝5敗でチーム中の5位


	女子シングルス
	松岡
	予選を2勝2敗の3位で決勝ラウンドに進出、準々決勝でインドを破ったが準決勝でマレーシアに敗れて銅メダルを獲得

	女子ペアーズ
	西條、松岡
	予選を2勝1敗の2位で決勝ラウンドに進出し、準々決勝で香港に敗退

	女子トリプルズ
	野上、森

垣内
	予選を0勝3敗で4チーム中の4位 


	女子フォアーズ
	西條、野上　垣内、森
	予選を0勝3敗で4チーム中の4位



　⑤ インドア・シングルス・ワールドカップ2016大会
（2016年3月15日～23日　オーストラリア　ワリラ）
派遣選手：女子　松岡　緑（ﾆｭｰ･ﾄﾗﾍﾞﾙﾍﾞｲ）

男子　小山　潤（ローンボウルズ京都）
コーチ　デビッド・キャメロン 、コリーン・クローチェ
　　　　　結果：女子　予選を2勝6敗で9カ国中の9位となる。
　　　　　　　　男子　予選を3勝6敗で10カ国中の8位となる。
＊　従事者の人数：３人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：派遣選手数 合計29名
＊　支出金額：派遣選手補助金支出　なし。ただしＢＪバッジ、ボールペンを

無償支給(5,100円/人相等)。 
2） 希望者参加型大会

＊　各国の組織が主催するオープンの国際競技会であり、かならずしも１カ国

１代表チームにはこだわらないものである。BJとしては大会案内を公開し、希望者には参加するためのサポートや場合によっては選手の選考調整を行うが、経済的補助はしない。
今期は次の大会への参加をサポートした。
＊　実施日時および場所： 
　　　① 第19回タイガーボウルズ大会
（2016年3月9～13日　香港および深圳）

　　　　　　参加選手：男　柴森厚一郎、野上哲男、坂本泰治、合田純二
　　　　　　　　　　　女　井上千加子、宮崎芳江、野上京子、合田洋子

成績結果：香港大会は非常に多数のチームが参加し、日本は
ともに中位以下であった。
　　　　　深圳大会は男子は5勝1分け3敗で 30チーム中の
12位、女子は2勝7敗で 10チーム中の9位であった。

　　　② 香港クラシック2015招待大会

　（2015年11月16～22日　香港）

　　　　　　参加選手：次の2選手が香港ローンボウルズ連盟から招待されて参加した。
　江村裕子（ﾉｰｽｼﾄﾞﾆｰ）､合田洋子（学園ﾜｲｽﾞ）
成績結果：シングルス（勝ち抜き戦）は2選手ともに初戦敗退
　　　　　ペアーズは4勝1分け6敗で入賞はならなかった。

＊　従事者の人数：２人(スポット) 
＊　受益対象者の範囲および人数：参加選手数10名
＊　支出金額：なし
3） 外国選手が来日しての国内交流イベントの開催
1 2015年4月12日～17日　香港ローンボウルズ連盟所属の各クラブから18名の

ボウラーが神戸、明石に来訪し日本のボウラーと交流ゲームを持ち、かつ
観光を満喫していった。4月16日の神戸新聞（明石版）に3段抜きの記事が

掲載された。

2 2016年3月4日～9日　UAE(アラブ首長国連邦)から7名のボウラーが神戸、明石に来訪し日本のボウラーと交流ゲームを持っていった。7名の内の1名が3月15日からオーストラリアで開催されるWorld Cup Singlesに出場するためにその事前訓練を兼ねてということであった。
3 2016年3月4日～9日　UAE(アラブ首長国連邦)から7名のボウラーが神戸、明石に来訪し日本のボウラーと交流ゲームを持っていった。7名の内の1名が3月15日からオーストラリアで開催されるWorld Cup Singlesに出場するためにその事前訓練を兼ねてということであった。

4 ワールドマスターズゲームズ2021 in 関西でローンボウルズ種目を採用してもらうための働きかけを継続した。
＊ 2015年5月13日（金）大阪府立国際会議場で開催された組織委員会総会に

　　　種目候補である競技団体として出席

＊ 2016年2月に、デモンストレーション種目としての開催計画書（しあわせの

村）を神戸市を通じて組織委員会に提出した。明石公園での共催計画書は、

明石市長が予算面での懸念を示して合意印を押すことを拒否したため

提出できていない。
⑤ 第４回ジャパンオープン国際大会を開催した。
＊　独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ振興くじ助成金から95万円の助成を得ることが出来たために、第４回ジャパンオープン国際大会を開催することが出来た。過去3回は神戸市しあわせの村で2回、明石市明石公園で1回開催したが今回初めて関東地区で開催することに決め、横浜市のYC&ACグリーンで開催したが、過去3回にひけを取らない好評で終了することができた。
＊　実施日時：2015年11月1日～3日
＊　実施場所：　横浜市YC&AC
＊　従事者の人数：53人(スポット) 

＊　受益対象者の範囲および人数： 約200名
＊　支出金額：3,769,116円
　 ＊　補足：以下は詳細記録である。
1． 総括
2015年11月1日（日）から3日（火）までの3日間、横浜市の横浜カントリー＆アスレチッククラブ(YC&AC) のローンボウルズグリーンで開催した大会は、海外からの6チームと国内からの8チームによる合計14チームにて競技を実施し、ほぼ無事に成功裏に終了することが出来た。
　　　
第１回大会(2009年)、第2回大会(2011年)は神戸市しあわせの村のローンボウルズグリーン、第3回大会(2013年)は明石市明石公園のローンボウルズグリーンでと当初3回は関西地区で開催してきた本大会であるが、今回は初めて関東地区で開催することにした。
実行委員の主体が認定NPO法人ローンボウルズ日本　関東支部のメンバーとなり、初体験であることによりスムースに行かない場面もあったが、YC&AC関係者の絶大な協力およびその整った施設面の力があって全体としては成功裏に終了することが出来た。
一例としてあげれば、実行委員会としていちばん懸念される天候条件についてであ
るが、2日目の午前中がかなり強い雨に見舞われ競技を中止せざるを得ない事態にな
った。このとき、ナイター設備が装備されていたおかげでスケジュールをリカバリーすることが出来たし、競技中断中の空き時間はYC&ACの室内テンピンボウリングやビリヤード施設を選手に提供することで無為に過ごすことなく出来たことは大変よかったと言える。
　今回の競技種目はミックス・トリプルズとしており、1チーム3名の選手中に必ず
少なくとも男性、女性が1名以上含まれることを条件としている。多くのチームは
男性2＋女性１の構成となっているが、中には女性2＋男性１の構成のチームもあり、
更にはタイ・チームは女性がチームのスキップ（キャプテンに相当）を担っていた。
また、14チーム中の1チームには障がい者チームも含まれており、ローンボウルズと
いうスポーツが13世紀にイギリスで発祥し国際的に広く親しまれている伝統的スポーツでありながら、現代的な観点で見ると、年齢や性別に関わりなくまた且つ健常者でも障がい者でも対等に競技できるまさにユニバーサルな、Sport for Allという言葉にふさわしい生涯スポーツであることがよく分かる。
　競技結果の詳細は次ページ以降に掲載するが、今回の大会は予選ラウンドは基本的にラウンドロビン方式により各チームが7試合を戦い、その7試合の結果の勝率の上位4チームが決勝トーナメント、その次の4チームがコンソレーション１・トーナメント、さらにその次の4チームがコンソレーション２・トーナメント、残りの下位2チームがブービー決定戦に進出するという方式で行った。それらの結果、最終的に入賞したチームは次の通りであった。
	順位
	チーム名
	表彰内容

	優勝
	香港チーム
	金メダルおよび副賞賞品
協賛会社（日産自動車）からの賞品

	準優勝
	タイチーム
	銀メダルおよび副賞賞品

	第3位
	マカオチーム
	銅メダルおよび副賞賞品

	第4位
	中国チーム
	協賛会社（酒販店）からの賞品

	ｺﾝｿﾚ1の部優勝
	東京チーム
	カップおよび副賞賞品

	ｺﾝｿﾚ2の部優勝
	横浜YC&ACチーム
	楯および副賞賞品

	ブービー賞
	関東チーム
	賞品


この結果を見ると、日本チームのレベルはまだ各国の代表チームに対して一歩ひけを取っていると言わざるを得ず、更なる向上が必要であることが言えるが、それへの
刺激が得られたこともこの大会の成果の一つと言える。
　最後に、参加したすべての海外チーム、国内チームから、「全体を通じてたいへん楽しい大会であった。」との声をいただいており、国際親善・交流の実を挙げたことが
大きな成果であったと言えるであろう。
2． 大会の計画から実行に至るまでの実績スケジュール
平成26年8月24日　　平成26年度第2回定例理事会において「第4回ジャパンオ　　　　ープン国際大会」の基本計画を審議、承認。
　　平成27年1月10日　　独立行政法人日本スポーツ振興センターに「スポーツ振興
くじ助成金」の交付要望書を提出
　　　　　　3月20日　　　香港タイガーボウルズ大会において各海外チーム団体宛に暫定の招待状を手渡し
　　　　　　4月24日　　「スポーツ振興くじ助成金」の交付決定通知書を受領
　　　　　　4月28日　　各海外チーム団体宛に正式決定の招待状をメール発信
　　　　　　5月24日　　実行委員会キックオフ会議開催(YC&ACにて)

　　　　　　　　　　　　　　　森理事長、依田副理事長、黒沢関東支部長
　　　　　　　　　　　　　　　松原（敬）理事、山田〈哲〉理事らが出席
　　　　　　5月30日　　 第2回実行委員会開催（YC&ACにて）
　　　　　　6月14日　　第3回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　7月4日　　 第4回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　7月18日　　第5回実行委員会開催 （　同上　）
　　　　　　8月1日　　第6回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　8月28日　　第7回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　9月5日　　 第8回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　9月12日　　第9回実行委員会開催 （　同上　）
　　　　　　9月19日　　第10回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　9月26日　　第11回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　10月3日　　 第12回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　10月17日　　第13回実行委員会開催 （　同上　）
　　　　　　10月24日　　第14回実行委員会開催（　同上　）
　　　　　　10月30日〜31日　　海外チーム出迎え（宿泊所はローズホテル横浜）
　　　　　　11月1日　  9：00～　開会式（YC&ACローンボウルズグリーン）
9：30～　出場全チームによる公式練習会（　同上　）
13:00～17:00   競技（予選ラウンド）　
　　　　　　11月2日　　9：00～17:00　競技（予選ラウンド）　　
　　　　　　11月3日　　9：00～16:00競技（予選ラウンドおよび決勝ラウンド）
　　　　　　　　　　　　18：30～21：00　表彰式および閉会式
（YC&AC）
　　　　　　11月4日  　海外チーム送り出し
　　　　　　11月7日　　第15回実行委員会（評価と反省会）
　　　大会開催準備及び期間中の運営のために働いた大会役員および実行委員の実働人数は27名であった。
大会実行委員会の組織は下表の通り。
	大会名誉会長
	神奈川県知事　黒岩祐治

	大会名誉副会長
	横浜市長　　林　文子

	大会会長
	認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本会長　山田　誠

	大会実行委員長
　　　副委員長
	YC&ACローンボウルズキャプテン　ハンス・パウリ
認定ＮＰＯ法人ローンボウルズ日本理事　依田成史

	大会実行委員
	氏　名
	具体的業務

	＜総務・会計＞　
（長）森　紘一、依田成史、
伊東一郎、新井俊顕
	予算管理・会計業務
独立行政法人日本スポーツ振興センターとの対応
後援・協賛関係の取りまとめ
その他対外折衝

	＜競技運営＞
（長）山田　誠、坂本紘一
合田純二、松原　忍、
田中希望、田中仁美、
ビノ・クマール、本庄　誠
森　紘一
	競技要綱作成および競技運営、海外チームの統率
審判団・オフィシアル団編成、訓練
国内出場チームの選抜
競技記録作成〔写真、ビデオ〕
表彰・賞品準備
危機管理〔雨天対策、病気・怪我対策〕

	＜会場準備＞
（長）ﾊﾝｽ･ﾊﾟｳﾘ、三井一郎、
小出正彦、中垣　肇、
村瀬　康、相川憲右、
太田東平、小泉　紘
	競技会場準備・整備
競技会必要備品の準備
大会本部設営


	＜海外選手応対＞
（長）宮澤二男、田中弘行、
高梨みち子、森弘子
ジュンコ・ウイルキンソン
	外国選手送迎および応対
宿泊・食事等のお世話
懇親パーテイ企画・運営

	＜広報＞
（長）山田哲夫、山田　誠、
依田成史、森　紘一、
	ＰＲポスター作成
プログラム作成
マスコミへの取材依頼
その他広告ツールの企画・実施


3． 大会開催の後援者、協賛者
	助　成
	独立行政法人日本スポーツ振興センター

	後　援
	神奈川県、神奈川県教育委員会
横浜市、横浜市教育委員会
横浜商工会議所、ＮＨＫ横浜放送局
TVK (テレビ神奈川)、神奈川新聞社
ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会330-B地区１リジョン

	協賛
	企業協賛
	オッティ貿易、ＫＫトリトーン
ローズホテル、馬車道税理士法人土田
Head Japan、小菅医院、ＫＫ小沢ミート
ELG Japan、ＫＫシバフードサービス、
Clun Glanzクリニック・ラー、共栄ＫＫ
Spalding Japan、YC & AC、ＫＫ今井商店
星通商、IT Value Association、Toyo Pacific

日鉱日石ＫＫ，Future Facilities、GMC Co.

笠間商店、富士プライズ、Camel Japan

ニシムラクレイティブ、明治自動車ＫＫ
馬車道十番館、三輪製薬ＫＫ、KK Spec

	
	クラブ協賛
	神戸ボウルズクラブ
YC & AC

ローンボウルズ東京
NPO法人ロンボウルズクラブALBC

神戸タッチャーズローンボウルズクラブ
ヨコハマローンボウルズクラブ
東京ローンボウリングクラブ
帝京中・高校ローンボウリングクラブ
ローンボウルズ中崎
神戸学園都市ワイズメンズクラブ
兵庫車椅子ローンボウルスクラブ
KFBC（神戸ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰﾎﾞｳﾙｽﾞｸﾗﾌﾞ）
神戸グリーン倶楽部
愛知ボウルズクラブ
甲南ローンボアーズ
ローンボウルズ高知ＵＣ

	
	個人協賛
	氏名省略（合計　160名）


4． 参加選手名一覧
	チーム名
	男子選手名
	女子選手名

	中国
	Huang Wu Jun

Wei Yue Biao
	Tan Jing Lei 

Tan Jing Xian (コーチ)

	香港
	C.T. Wong、Terry Kung

Danny Ho (コーチ)
	Elisa Cheung

	マカオ
	Ricky Poon Chan-Cheun 

Ronald Wong Chi-Hong 
	Bell Chan Sio-Peng 

	シンガ
ポール
	Chia Tee Chiak 

Stephen Lo
	Lim Kwee Choon

	タイランド
	Bundit Leelhasuwan

Somkiat Thanabatchan
	Vatchana Sudasuna

	アラブ首長国連邦（U.A.E.）
	Ali Akbar、Jamil Mohammed

Amir Khan（交代要員）
Ishtiag Raheel（交代要員）
	Hiroko Mori

	日本障害者
	植松博至、柴森厚一郎
	植松寿子

	東京
	松原敬之、山田　克、首藤暁彦
	松原和子

	横浜
	Buddy Ferrie

Marcel Niederhauser
	Vera Komor

	関東
	黒沢秀行、中村克彦、安達順一
	黒沢純江、大沢佳子

	横浜YC&AC
	Tony Windess、Willi Holzer
	安田加津子

	明石
	奥田　昭
	西條和子、垣内紀子

	東神戸
	横井幸雄、野上哲男
	野上京子

	西神戸
	日下隆夫、国頭隆雄
	合田洋子
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　來田享子（愛知ボウルズ）－－－ホームページ管理者


  舟戸　充（愛知ボウルズ）－－－愛知地区の記事の投稿


  澤田昭夫（兵庫車椅子）－－－障がい者関係の記事の投稿


  山田哲夫（ヨコハマLBC）ーーー関東地区の記事の投稿


  小山　潤（LB京都）－－－関西地区若者世代からの記事の投稿


  川本真浩（LB高知UC）－－－学際的見地からの投稿> 　


　松岡　緑（オーストラリア）－－－オーストラリア情報の投稿


  宮北　茂（BJ事務局）－－－事務局からの投稿


山田　誠（会長）－－－全般的な観点からの投稿


森　紘一（理事長）－－－全般的な観点からの投稿
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